
はじめに―
　1965年（昭和40年）７月12日に任意団体「日本コンクリート会議」が設立されてから今年で50周
年を迎えました。「日本コンクリート会議」は1967年（昭和42年）に国の認可を受け「社団法人 日本
コンクリート会議」となり，1975年（昭和50年）に「社団法人 日本コンクリート工学協会」，2011
年（平成23年）に「公益社団法人 日本コンクリート工学会」と名称変更を経て現在に至ります。「生コ
ンセミナー」は，コンクリート工学年次大会の学術講演会が生コン企業の技術者たちにとって幾分遠い
存在と見なされてきたので，会員の１／４を占める生コン業界の技術者が参加しやすいセッションをと
いうことで，年次大会1994（横浜）において第１回が開催されました。このときの参加者は生コン製
造業が70％を占め，200名収容の会場が超満員となる盛況ぶりでした。以来，コンクリート工学年次
大会の付随行事として毎回開催されるようになり，今回で第22回を数えるようになりました。
　本会が発足してからの50年間は，我が国の経済にとって激動の半世紀でありました。1965年（昭和
40年）から1970年（昭和45年）まで続いたいざなぎ景気に代表される高度経済成長期，1973年（昭
和48年）からバブル経済が崩壊した1991年（平成３年）までの安定経済成長期を経て，バブル経済崩
壊後は「失われた20年」と言われる低迷を続けました。生コンクリート業界も国の景気と連動して発展
しており，生コンクリートの出荷量は高度経済成長期と安定経済成長期に増大を続け1990年（平成２
年）に１億9,800万m3のピークを迎えましたが，その後は減少に転じて現在はピーク時の半数程度ま
で落ち込んでいます。
　一方，総務省によると我が国の少子高齢化は今後も加速し，2060年には生産年齢（15～64歳）人
口割合が50.9％，高齢化率（15～64歳の人口割合）が39.9％になると推計されています。直近では
2020年の東京オリンピックに伴う特需が見込まれる状況ではあるものの，人口の推移から見ると生コ
ンのあり方も変化せざるを得ません。現在稼働している約3,400の生コンクリート工場は集約化が進み，
現状で約9,400万m3の生コンクリート出荷量も長期的に減少する方向にあります。しかしながら，コ
ンクリートは社会基盤の構築に欠かせない材料であり，将来にわたっても生コンクリートが必要である
ことは言うまでもありません。
　このような時代背景の中，今回の生コンセミナーは，日本コンクリート工学会の50周年記念というこ
とで，「これまでの50年，これからの50年」というテーマを掲げました。生コンクリート業界のこれま
でを振り返るとともに，生コンクリートを取り巻く現状の課題とその将来についてみなさんと一緒に考
えていきたいと思います。
　セミナーでは，コンクリート業界の先達から現在の「JIS A 5308 レディーミクストコンクリート」
の経緯や生コンクリート業界を取り巻く現状の問題点などについてのご講演をいただきます。また，生
コンセミナー部会では生コンクリート業界の現状を把握するために関東地区の生コンクリート工業組合
に加盟する工場を対象にアンケート調査を実施しましたので，この調査結果についても報告致します。
そのあと，コンクリート業界の先達，生コンクリート業界および建設業界の代表の方と会場の皆さまを
交えて議論をしていただきます。「これからの50年」を考える機会になって頂ければ幸いです。
　生コンクリートに関係する多数の皆さまのご参加をお待ちしております。

� コンクリート工学年次大会2015（千葉）
� 実 行 委 員 会 委 員 長／睦好 宏史
� 生コンセミナー部会長／中田 善久

生コンセミナープログラム� 全体司会　齋藤俊克（日本大学）

２．基調講演
（１）JIS A 5308 レディーミクストコンクリートの変遷と高強度コンクリート
　　 桝田佳寛（日本大学） 	  13：05～13：45

（２）生コンとゼネコンの狭間に生じる諸問題
　　 十河茂幸（広島工業大学） 	  13：45～14：25
＜休憩＞ 	  14：25～14：40

１．趣旨説明
生コンセミナー部会長／中田善久（日本大学） 	  13：00～13：05

３．部会報告
（関東地区におけるレディーミクストコンクリート工場の実態と意識に関するアンケート調査）
（１）レディーミクストコンクリート工場における人材の状況と人材確保への取り組み
（２）レディーミクストコンクリートの運搬
　　 伊代田岳史（芝浦工業大学） 	  14：40～15：00

（３）レディーミクストコンクリートの契約と残コン・戻りコン
（４）高強度コンクリート（JISと国土交通大臣認定）
　　 斉藤丈士（日本大学） 	  15：00～15：20
＜会場準備・休憩＞ 	  15：20～15：40

４．全体討論会 	  15：40～16：50

討論テーマ：①生コン業界の諸問題（人材・運搬）について
　　　　　　②残コン・戻りコンについて
　　　　　　③高強度コンクリートについて
　　　　　　④これからの生コンについて
司　　　会：伊代田岳史（前掲），斉藤丈士（前掲）
パネラー（予定）：�桝田佳寛（前掲），十河茂幸（前掲）
　　　　　　　　伊藤　司（東京エスオーシー），陣内　浩（大成建設）
　　　　　　　　鈴木澄江（建材試験センター），谷口秀明（三井住友建設）
部 会 メ ン バ ー：�石川寿秋（神奈川県生コンクリート工業組合）
　　　　　　　　伊藤　司（東京都生コンクリート工業組合）
　　　　　　　　伊藤康司（全国生コンクリート工業組合連合会）
　　　　　　　　佐野雅二（埼玉県生コンクリート工業組合）
　　　　　　　　茅根　勉（茨城県生コンクリート工業組合）
　　　　　　　　根本　明（千葉県生コンクリート工業組合）
　　　　　　　　林　充郎（群馬県生コンクリート工業組合）
　　　　　　　　福田英博（栃木県生コンクリート工業組合）

５．総括
　生コンセミナー部会長／中田善久（前掲） 	  16：50～17：00

第22回生コンセミナー
� テーマ：これまでの50年，これからの50年


